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江
戸
幕
府
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
業
績
と
し
て
享
保
の
改
革
が

有
名
で
、
こ
の
実
施
に
は
和
歌
山
藩
出
身
の
家
臣
達
が
重
用
さ
れ

た
。
諸
施
策
の
中
に
、
金
銀
の
海
外
流
失
を
防
ぐ
た
め
薬
種
の
国

産
化
も
重
要
項
目
と
な
っ
て
お
り
、
本
草
家
を
採
用
し
て
広
く
国

内
の
薬
草
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。
手
始
め
に
は
、
享
保
五
年
、
丹

羽
正
伯
・
野
呂
元
丈
に
よ
り
伊
豆
・
相
模
・
箱
根
が
調
査
さ
れ
、

前
後
し
て
植
村
左
平
次
（
三
人
と
も
和
歌
山
藩
領
伊
勢
の
出
身
）
が
加

わ
り
、
以
後
延
享
三
年
ま
で
合
計
四
十
二
回
（
う
ち
享
保
期
十
五
年

間
に
三
十
七
回
）
に
わ
た
り
幕
府
採
薬
使
が
各
地
に
派
遣
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
越
中
国
の
調
査
は
二
回
で
あ
る
。
第
一
回
は
享
保
七

年
六
月
、
野
呂
元
丈
、
夏
井
松
玄
、
本
賀
徳
運
、
長
井
丈
庵
、
玉

置
良
順
の
五
人
に
よ
る
上
野
・
越
後
・
佐
渡
・
越
中
・
飛
騨
・
越

前
・
近
江
（
妙
高
山
・
立
山
・
白
山
を
含
む
）
の
調
査
、
第
二
回
は
享

49

江
戸
期
本
草
家
の
北
陸
へ
の
関
心
臼

ｌ
野
呂
元
丈
の
越
中
国
で
の
足
跡
Ｉ

正
橋

剛

保
十
六
年
四
月
、
植
村
左
平
次
に
よ
る
信
濃
・
越
後
・
越
中
・
飛

騨
・
美
濃
・
尾
張
の
調
査
だ
が
、
今
回
は
こ
の
う
ち
元
丈
ら
に
よ

る
第
一
回
目
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

野
呂
元
丈
二
六
九
三
’
一
七
六
一
）
に
は
『
北
陸
方
物
」
と
い

う
著
書
（
大
西
源
一
『
野
呂
元
丈
伝
』
大
正
四
年
刊
）
が
あ
っ
て
、
お

そ
ら
く
元
丈
自
身
に
よ
る
採
薬
記
と
思
わ
れ
る
が
、
本
書
は
今

杳
々
と
し
て
所
在
が
知
れ
な
い
（
も
し
ご
存
知
の
方
は
ぜ
ひ
御
教
示

を
乞
う
）
。
と
こ
ろ
が
幸
い
、
一
行
を
受
け
入
れ
た
地
も
と
に
は
こ

れ
を
裏
付
け
る
史
料
二
件
が
あ
り
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
元
丈
の

越
中
国
調
査
の
片
鱗
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

史
料
一
「
薬
草
御
用
一
巻
留
』
皇
付
三
三
丁
）

享
保
七
歳
寅
八
月
新
川
郡
内
山
村
平
三
郎

史
料
二
『
越
中
物
産
記
』
（
墨
付
二
丁
採
色
画
）

享
保
七
年
御
医
師
様
方
薬
草
絵
形
二
被
仰
付
候
写
新
川
郡

米
田
村
勘
左
衛
門
、
東
尾
崎
村
次
郎
左
衛
門
、
中
市
村
三
郎
右

衛
門
、
下
金
剛
寺
村
惣
右
衛
門
、
中
野
嶋
村
五
右
衛
門
（
五
人
連

名
）

右
の
二
件
で
あ
る
。

史
料
一
は
小
さ
な
帖
仕
立
（
八
×
一
七
・
五
セ
ン
チ
）
の
手
控
と
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思
わ
れ
内
山
村
松
平
家
に
伝
わ
っ
た
。
筆
者
平
三
郎
は
松
平
家
の

先
祖
で
あ
ろ
う
。
代
官
鈴
木
小
右
衛
門
（
加
賀
藩
士
、
二
人
扶
持
）

以
下
、
山
案
内
才
許
、
薬
草
見
習
人
（
米
田
村
勘
左
衛
門
、
東
尾
崎

村
次
郎
左
衛
門
、
中
市
村
三
郎
右
衛
門
、
中
ノ
嶋
村
五
右
衛
門
、
大
家
庄

村
孫
兵
衛
、
但
立
山
迄
之
時
ハ
孫
兵
衛
指
除
、
下
金
剛
寺
村
宗
右
衛
門
罷

出
申
は
っ
）
人
足
裁
許
、
山
小
屋
諸
事
裁
許
、
ほ
か
筆
記
人
、
鎌
．

鍬
・
ツ
ル
ハ
シ
持
ち
、
薬
草
掘
り
、
駕
籠
界
き
、
人
足
に
至
る
ま

で
、
動
員
総
数
数
百
人
に
及
ぶ
役
割
分
担
と
人
数
、
諸
道
具
員
数

等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
採
薬
使
派
遣
が
幕
府
か
ら

通
達
さ
れ
た
加
賀
藩
庁
で
対
応
が
検
討
準
備
さ
れ
、
こ
の
段
階
で

領
内
各
地
に
準
備
方
が
下
達
さ
れ
た
文
書
の
写
し
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
で
は
動
員
さ
れ
た
人
数
の
大
規
模
な
の
に
驚
く
。
採
薬
使
一
行

は
お
そ
ら
く
数
十
人
規
模
の
隊
を
な
し
て
進
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

本
書
に
は
一
行
の
日
程
、
道
順
の
記
述
な
く
、
採
取
し
た
薬
草

名
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
動
員
さ
れ
た
人
々
の
住
所
か
ら
、
調
査

は
領
内
全
域
に
及
ん
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
右
記
薬
草
見
習
人
の
名

に
注
目
す
る
と
、
こ
の
人
達
が
次
の
史
料
二
を
作
成
し
た
人
達
で

あ
る
こ
と
が
判
り
、
末
尾
の
孫
兵
衛
が
宗
（
惣
）
右
衛
門
に
差
替
え

ら
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

史
料
二
は
加
賀
藩
主
五
代
前
田
綱
紀
の
遺
品
す
な
わ
ち
「
松
雪

公
御
手
沢
遺
書
」
の
第
五
冊
中
に
含
ま
れ
る
も
の
。
十
六
種
の
山

草
が
彩
色
し
て
描
か
れ
、
薬
効
に
つ
い
て
も
言
及
し
「
薬
種
ニ
ハ

実
ヲ
用
」
「
葉
ノ
如
ク
ニ
相
見
へ
候
内
二
実
有
之
」
「
薄
荷
之
由
内

山
覚
中
申
候
但
草
種
ニ
ハ
葉
ヲ
用
」
等
と
書
か
れ
て
い
る
。
採
取

地
を
特
定
で
き
な
い
が
こ
こ
に
収
載
さ
れ
た
薬
草
は
遠
志
・
穀
精

草
・
菟
絲
子
・
升
麻
・
黒
三
稜
・
蓼
蘆
・
淫
羊
蕾
・
海
桐
皮
・
北

五
味
子
・
沙
参
・
メ
グ
サ
・
節
人
参
・
黄
連
・
蒼
九
・
ヤ
マ
コ
ブ

シ
・
人
参
類
の
十
六
種
で
あ
る
。
薬
草
見
習
人
達
は
お
そ
ら
く
本

書
を
添
え
て
藩
庁
へ
報
告
し
、
こ
の
「
越
中
物
産
記
」
は
お
そ
ら

く
綱
紀
の
手
も
と
ま
で
届
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
綱
紀
は
稲
若

水
を
召
抱
え
、
「
鹿
物
類
蟇
」
の
編
輯
に
あ
た
ら
せ
た
人
物
で
あ
る
。

（
園
白
雲
会
呉
羽
神
経
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
）


